
クルマエビ養殖における疾病対策と発生時期

（要約）平成 年から 年のクルマエビ養殖における疾病対策の件数は 件で、最も多13 17 134
かった疾病はビブリオ病であった。また、主な疾病の発生時期は は 月～ 月、ビブPAV 6 10
リオ病は 月～ 月、フサリウム症では 月～ 月と 月、そしてツリガネムシ症は 月7 10 3 4 6 8
～ 月であった。9
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［背景・ねらい］

沖縄県におけるクルマエビ養殖は、平成 年に により大きな被害を受けたことから、10 PAV
対策が重要な課題であった。しかし、近年は に対する 検査の強化によるウイルPAV PAV PCR

ス侵入防止及びウイルスに感染していない養成母エビからの種苗の普及によって 診断件PAV
数は著しく減少した。一方、細菌性疾病のビブリオ病と真菌性疾病のフサリウム症は近年多発

おり、産業的にも大きな被害を起こしている。そこで、魚病の被害を軽減するために、種苗生

産や養殖時に発生する疾病の種類、時期を調べ、有効な対策を指導することによって、クルマ

エビの安定生産に寄与することを研究の目的とした。

［成果の内容・特徴］

１．平成 年から 年のクルマエビ養殖における疾病の対策件数は 件～ 件の範囲と年13 17 6 76
による変動が大きく、合計では 件であった（表 。134 1）

２．対策件数の多かった疾病はビブリオ病の 件で全体の ％を占めた。次にフサリウム70 52.2
症の 件 ％、そして とツリガネムシ症がそれぞれ 件 ％の順であった34 25.4 PAV 11 8.2

（表 。1）
３． の対策件数は平成 年の 件をピークに減少し、 年から 年の対策件数は ～PAV 10 38 13 17 0

4 15 1 4 16件の範囲で推移した。それに対してビブリオ病は 年までは ～ 件であったのが、

年に 件、 年には 件と急激に増加した。同様にフサリウム症も 年までは ～ 件15 17 48 15 1 3
であったのが、 年に 件、 年に 件に増加した（表 。16 7 17 18 1）
． 、 、４ クルマエビ養殖における主な疾病である は 月～ 月 ビブリオ病は 月～ 月PAV 6 10 7 10
フサリウム症は 月～ 月と夏エビ出荷による 月、そしてツリガネムシ症は 月～ 月の3 4 6 8 9
発生が多かった（表 。2）

［成果の活用面・留意点］

１．疾病の種類を明らかにすることによって、適切な水産医薬品の使用と有効な対策を指導す

ることができ、安心安全な養殖魚の生産と魚病による被害を軽減化できる。

２．疾病の早期発見によって、魚病被害のまん延を防止できる。

３．疾病が発生しやすい時期にはビタミン剤の強化、換水率の増加、底掃除の徹底、そして魚

病の早期発見に努める必要がある。
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疾病に占める

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 合計 率（％）

ウイルス性疾病 ＰＡＶ 4 0 1 4 2 11 8.2

細菌性疾病 ビブリオ病 1 4 2 15 48 70 52.2

真菌性疾病 フサリウム症 3 3 3 7 18 34 25.4

寄生虫性疾病 ツリガネムシ症 0 0 0 3 8 11 8.2

9.7% 鞭毛虫症 1 1 0 0 0 2 1.5

その他 餌料性疾病 0 5 0 0 0 5 3.7

4.5% 酸欠症 1 0 0 0 0 1 0.7

合計 合計 10 13 6 29 76 134 100.0

表1　平成13年から17年のクルマエビ養殖における疾病対策の件数

疾病の種類 疾病名
疾病対策件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

PAV 0 0 0 0 0 1 4 2 0 4 0 0 11

ビブリオ病 1 1 6 0 1 5 11 11 12 9 6 7 70

フサリウム症 2 2 5 10 0 5 3 2 0 1 1 3 34

ツリガネムシ症 1 0 0 1 0 0 0 4 3 0 1 1 11

表２　クルマエビ養殖における主な疾病の発生時期(平成13年～17年）

疾病名
クルマエビの疾病発生時期（月）

合計


